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前中期経営計画『GS-STEP』振り返り：売上高、営業利益推移 
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2012 2013 2014 2015 2016 2017 2012 2013 2014 2015 2016 2017

売上高（億円） 営業利益（億円）・営業利益率（％） 

『GS-STEP』 
 2017目標 

『GS-STEP』 
 2017目標 

900 

751 
678 661 

514 495 492 

6,500 

5,184 
4,852 

5,217 
4,850 

4,135 
3,694 

売上高、営業利益は目標に達しなかったものの、営業利益は3期連続過去最高を更新 
営業利益率は『GS-STEP』目標値を達成 

2014年 2017年 GS- STEP 
17年目標 

営業利益率 10.5% 14.4% 13.8% 

EPS 78円 152円 163円 



『GS-STEP』振り返り：2015年-2017年施策 
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2015年から2017年の3年間で主要経営戦略に沿った施策を着実に実行 

コア事業
の深耕 

◆3年間の設備投資額累計 1,531億円 
 主にビニルアセテート関連事業への積極的な設備投資 
◆ポバール樹脂米国に生産拠点を設立、販売強化 
◆エバール新興地域での需要発掘 
◆ＰＶＢフィルム、＜ジェネスタ＞自動車用途販売体制強化 
◆タイ新プラントFS⇐イソプレン、エラストマー、＜ジェネスタ＞ 

2015 
主な設備増強 

2016 2017 
・光学用ポバールフィルム(西条) 
         +2,000万㎡ 

・＜エバール＞ヨーロッパ 
         +11,000ﾄﾝ 

・ポバール樹脂北米新プラント 
        +40,000ﾄﾝ 

・水溶性ポバールフィルム 

・ポバール樹脂北米新プラント 
        +40,000ﾄﾝ 



『GS-STEP』振り返り：2015年-2017年施策 
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2015年から2017年の3年間で主要経営戦略に沿った施策を着実に実行 

経営資源
最適配置 

◆グローバルSAPシステムの導入 
◆グローバル人事システム運用開始 

環境への
貢献 

◆バイオ由来の製品（Plantic、LFR）の市場展開 
◆環境ビジネスの取り組み⇐水処理、排ガス処理（アクア、炭素材料） 
◆食品ロス低減への貢献（エバール） 

次世代 
成長 

モデル 

◆バイオマス由来のバリア材事業を展開するPlantic社を買収 
◆炭素材料事業部発足、活性炭大手カルゴンカーボン社の買収を決定 
◆歯科材料の有機・無機技術を融合した新製品を上市、 
 CAD/CAMビジネスを拡大 

技術革新 
◆ビニロン長繊維生産技術確立 
◆ ＜ベクトラン＞生産効率向上プロセスの構築 
◆フィルム製品の原料樹脂開発による高機能化 



中期経営計画 
“PROUD 2020“ 



長期ビジョン『Kuraray Vision 2026』 
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創業100周年を迎える2026年をターゲットに長期ビジョンを策定 

2026年に当社事業を取り巻く環境 

・新規参入企業出現によるボーダレスな競争激化 
・化学による問題解決チャンスの増加とその領域でのシビアな競争 
・デジタル化・IoT活用による競争力強化の機会増大 
 

私たちは、独創性の高い技術で産業の新領域を開拓し、 
自然環境と生活環境の向上に寄与します 

－世のため人のため、他人（ひと）のやれないことをやる－ 

   クラレグループの使命   

・大きなルール・法規制の変更や技術革新の出現 
・情報通信ネットワークや人工知能（AI）などデジタル化の更なる進展 
・新興国の存在感増大 
・水資源・食料危機など環境・社会問題の顕在化 
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長期ビジョン『Kuraray Vision 2026』  

 基本方針 

 ありたい姿 

“独自の技術に新たな要素を取り込み、 
持続的に成長するスペシャリティ化学企業“ 

競争優位の追求 
    既存事業の競争力 
   を更に強化する 

新たな事業領域の拡大 
  事業ポートフォリオの 
    拡充、領域の拡大を行う 

 グループ総合力強化 
   ビジョン実現を支えるグローバル事業基盤を構築する 
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長期ビジョン『Kuraray Vision 2026』 

モノマー開発からポリマー化技術、加工技術付与による高機能化の実現 

ビニルアセテート イソプレン 機能材料 
（含：炭素材料） 繊維他 

安定した事業ポートフォリオの構築 
“ビニルアセテートに次ぐ事業柱の育成” 

新規事業 



中期経営計画『PROUD 2020』：概要  
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環境安全 社会 職場 

新中期経営計画『PROUD 2020』 
   ～クラレグループを取り巻くすべての人が 
             誇りに思える(Proud)企業を目指して～ 

・良き企業市民として 
 社会との共有価値 
 の創造 

・コンプライアンスの 
 徹底 

・社員の士気と活力 
 の向上 

・働き方改革の 
 取り組み強化 

・安全に配慮した 
 高品質で地球環境 
 に貢献できる製品 
 とサービスの提供 

・正直でオープンな経 
 営による信頼の獲得 

・事業活動における 
 環境負荷の低減 

・事故災害の無い安全 
 で安心して働ける 
 職場の実現 

・ダイバーシティ 
 の推進 

・公平で風通しよい 
 職場づくり 



中期経営計画『PROUD2020』：経営戦略 
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競争優位性 
の追求 

  

Unique products & 
service 

責任のあるクリーンな
生産・販売 

独自のアイデアと技術 

Opportunity 
機会の創出 

Unique 
products & services 
独自の製品とサービス 

Profitability 
収益力 

Diversity 
多様性 

Responsibility 
責任ある経営 

アルパカの顔P 

：５つの要素 
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中期経営計画『PROUD 2020』：経営戦略 

・顧客ベースの高付加価値製品・用途の開発 
・新興国市場の需要創出 
・IoTを活用した生産・業務プロセスの革新 

競争優位の追求 

・独自技術の研鑽と外部技術の取り込みによる新事業創出 
・M&A・アライアンスによる新領域の獲得 
・技術とサービスを融合したビジネスモデルの確立 

新たな事業領域 
の拡大 

・グローバル経営基盤の構築 
・働きがいのある職場づくり 
・クラレグループの更なる一体感の醸成 

グループ総合力 
強化 

環境への貢献 
 ・地球環境に貢献する製品の提供 

・環境負荷を低減したプロセスの実践 
・生活の質（QOL)向上に貢献する製品の提供 

P R O U D 

P R O U D 

P R O U D 

R O U D P 



中期経営計画『PROUD 2020』：業績目標 
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2017年度実績 2018年度計画 2020年度目標 

売上高 5,184億円 5,400億円 6,500億円 

営業利益 751億円 770億円 900億円 

営業利益率 
＊小数点第1位四捨五入 

14％ 14％ 14％ 

当期純利益 536億円 490億円 620億円 

   為替レート  112円/ドル   110円/ドル   110円/ドル    
          127円/ユーロ  130円/ユーロ  130円/ユーロ 
   原燃料価格  39千円/kl    43千円/kl    43千円/kl 



中期経営計画『PROUD 2020』：ビニルアセテート 
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新市場開拓と高付加価値化を進め、確固たる市場ポジションを維持し 
持続的成長を目指す 

売上高（億円） 

2017 2020予想 

2,669 

3,250 

2017 2020予想 

613 

670 

ポバール 
 ・高付加価値品へのシフト 
 ・グローバル生産オペレーションの最適化 
 
ＰＶＢフィルム 
 ・自動車用高機能フィルムの開発・販売拡大 
 ・建築用高強度フィルムの拡大 
 
光学用ポバールフィルム 
 ・液晶ディスプレイ需要増による拡大と高シェアの維持 
 ・市場、顧客ニーズに沿った、機能付加と加工性向上 
 
水溶性ポバールフィルム 
 ・事業拡大に見合うタイムリーな生産設備増強 
 ・新規産業用途開発の強化 
 
＜エバール＞ 
 ・新興国での需要の創出と拡販 
 ・食品ロス低減に向けたビジネスの拡大 

営業利益（億円） 



中期経営計画『PROUD 2020』：イソプレン 
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売上高（億円） 

2017 2020予想 

564 
710 

2017 2020予想 

84 
100 

営業利益（億円） 

イソプレンケミカル 
  ・オンリーワン製品の追求 
 ・オイルガスケミカルズなど新規開発品の事業化 
 
エラストマー 
 ・高機能の追求による製品ポートフォリオの高度化 
 ・液状ゴムのグローバルでの販売拡大 
 
＜ジェネスタ＞ 
 ・車載電装用部品などの自動車用途の拡大 
 ・新ポリマーの開発 
 
 
  *タイ新プラント概要 （予定） 
  稼働開始：2021年以降 
  生産能力：エラストマー   16,000t/年 
          ＜ジェネスタ＞   13,000t/年  
 

タイ新プラントの稼働を見据えた、新市場と新用途の創出 



中期経営計画『PROUD 2020』：機能材料 
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売上高（億円） 

2017 2020予想 

552 
740 

営業利益（億円） 

2017 2020予想 

63 
80 

メタクリル 
 ・軟質樹脂や複層板などの新規開発品の拡大 
 ・光学用途向け高機能グレード樹脂の販売強化 
 
 
メディカル（歯科材料） 
 ・ＣＡＤ/ＣＡＭ製品（ジルコニアブロック）の拡大   
 ・ユーザーへの情報発信機能強化 
 
 
炭素材料 
 ・カルゴンカーボン社とのシナジーの早期発現 
 ・自動車キャニスター用途の拡大 
 ・電池用途の拡大（キャパシタ、LiB※） 
             
            ※LiB：リチウムイオン電池 
 

＊2018年よりセグメントの組み換えを行い、クラリーノ事業は繊維セグメントに組み入れました 
 上記の2017年の数字は組み換え後の数字です 

技術力を生かした製品展開と市場への価値提供 



中期経営計画『PROUD 2020』：繊維 
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売上高（億円） 

2017 2020予想 

664 
830 

営業利益（億円） 

2017 2020予想 

72 85 

＜クラリーノ＞ 
 ・ラグジュアリーブランドへの展開 
 ・車両内装用途への本格参入 
 
 
繊維資材 
 ・ビニロンVIP事業の推進  
   ・ベクトラン事業の拡大 
  
 
生活資材 
 ・新規メルトブローン不織布の拡大 

 ・東南アジア展開の加速 
 
 
 

＊2017年度はクラリーノ事業の数字を含んでいます 

既存用途のさらなる伸長と独自性の追求 



中期経営計画『PROUD 2020』：研究開発・新事業① 
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基盤技術の構築・深耕 
（技術競争力の強化） 

既存事業の強化・拡大 
（高機能化、顧客ニーズ） 

研究開発 
3つの方針 

 グローバルでの事業サポート 
  新製品開発、品質・性能向上、 
   プロセス革新の支援 
 知財戦略の強化 

 
 

 触媒研究開発の強化 
  高効率触媒設計・プロセス開発 
 （酢ビ分野・新規高分子向け等） 
 高分子材料研究開発の強化 
   
 

新事業の推進 
（早期利益貢献） 

高分子 

合成・触媒 成形・加工 

酢ビ系高分子 

解析・分析 



中期経営計画『PROUD 2020』：研究開発・新事業② 
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 液晶ポリマーフィルム＜ベクスター＞ 
  

 微細加工フィルム・シート 

スマートフォン向け 
自動車向け（車載用ミリ波レーダー） 

車載ヘッドアップディスプレイ向け 
VR（仮想現実）向け 

 半導体用研磨パッド 

半導体産業向け 

光を制御した 
画像形成技術 

高平坦化・ 
研磨傷低減 

 バイオハードカーボン 

リチウムイオン電池負極材向け 

新事業の推進 
（早期利益貢献） 

高速通信向け低伝送損失 
の回路基板材料 

10 μm 

耐久性・充放電特性 
に優れた植物系材料 



中期経営計画『PROUD 2020』：セグメント別業績目標 
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20年度計画（最終年度)
売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

ビニルアセテート 2,669 613 2,820 585 3,250 670 581 57
イソプレン 564 84 590 90 710 100 146 16
機能材料 552 63 590 65 740 80 188 17
繊維 664 72 680 75 830 85 166 13
トレーディング 1,288 39 1,350 45 1,430 50 142 11
その他 542 33 510 35 710 45 168 12
調整額 ▲ 1,095 ▲ 153 ▲ 1,140 ▲ 125 ▲ 1,170 ▲ 130 ▲ 75 23

合計 5,184 751 5,400 770 6,500 900 1,316 149

17年度実績 増減(17年度対20年度)18年度計画
セグメント

（単位：億円） セグメント別売上利益 

＊2018年よりセグメントの組み換えを行い、クラリーノ事業は繊維セグメントに組み入れました 
 上記の2017年の数字は組み換え後の数字です 


Sheet1

				セグメント		17年度実績 ネンド ジッセキ				18年度計画 ネンド ケイカク				20年度計画（最終年度) ネンド ケイカク サイシュウ ネンド				増減(17年度対20年度) ゾウゲン ネンド タイ ネンド

						売上高 ウリアゲ ダカ		営業利益 エイギョウ リエキ		売上高 ウリアゲ ダカ		営業利益 エイギョウ リエキ		売上高 ウリアゲ ダカ		営業利益 エイギョウ リエキ		売上高 ウリアゲ ダカ		営業利益 エイギョウ リエキ

				ビニルアセテート		2,669		613		2,820		585		3,250		670		581		57

				イソプレン		564		84		590		90		710		100		146		16

				機能材料 キノウ ザイリョウ		552		63		590		65		740		80		188		17

				繊維 センイ		664		72		680		75		830		85		166		13

				トレーディング		1,288		39		1,350		45		1,430		50		142		11

				その他 タ		542		33		510		35		710		45		168		12

				調整額 チョウセイ ガク		▲ 1,095		▲ 153		▲ 1,140		▲ 125		▲ 1,170		▲ 130		▲ 75		23



				合計 ゴウケイ		5,184		751		5,400		770		6,500		900		1,316		149





Sheet2





Sheet3







1, 主要経営戦略の実行による将来の安定事業ポートフォリオの構築 
   ①コア事業、新事業の成長を目指した継続的な設備投資 
  ②イソプレン：タイプロジェクトの推進による事業拡大 
    ③炭素材料事業：カルゴンカーボン社の早期シナジー発現 
    ④グローバル経営基盤の構築 
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2, 営業利益の成長 
  

20年度売上高営業利益率 

17年度実績   
751億円 

20年度目標 
900億円 

CAGR:6.2% 

３, 一株当たり純利益（EPS)の向上 
17年度実績 

 131円 
＊米国減税の影響込み：152円 

20年度目標 
176円 

 

+45円 

中期経営計画『PROUD 2020』: 課題 

14% 



中期経営計画『PROUD 2020』：設備投資、M&A 
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3年間で2,500億円の設備投資を計画 
戦略投資と成長投資が約６割を占める 

成長投資 

戦略投資 
維持更新 

戦略投資 
・VAM新プラント建設 
・グローバルSAPシステム構築 

成長投資 
・光学用ポバールフィルム増設 
・水溶性ポバールフィルム増設 
・PVBフィルム増設 
・エバール新プラント建設 
・液状ゴム増設 
・歯科材料増設 
 
 

M&A: 具体枠を設定せず、上記2500億円以外に別枠で検討 

＊イソプレンのタイプラント新設や新事業に関する数字は   
 含んでおりません。 

2,500億円 



中期経営計画『PROUD 2020』：財務戦略     
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3,000億円 

2018-2020年度 
営業キャッシュフロー 

 
事業の成長を目指し、積極的な投資 

3年間で2,500億円を計画 
（支払ベース：2,100億円） 

 

設備投資 

総還元性向：35％以上 
年間配当金：40円以上 

   自社株買い：弾力的に実施 
株主還元 

事業活動で得たキャッシュを主に将来の成長に投資 
最低配当ライン設定と業績に連動した株主還元の実施 



中期経営計画『PROUD 2020』：環境中期計画＜参考＞ 
事業拡大に伴い増加する生産量に対して、環境負荷の度合いを低減する 
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地球温暖化防止 

化学物質排出 
国内 
PRTR物質排出量を 
2016年度実績値未満に管理 

国内 海外 
水資源 

GHG排出原単位指数 
前年比1％以上の向上 

エネルギー原単位指数 
前年比1％以上の向上 

水原単位指数 
前年比1％以上の向上 

海外 

廃棄物 
国内 
廃棄物削減対策の実施 
2016年度発生量の1％相当以上 

国内 
埋立処理量 
2016年度実績値未満に管理 
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本資料中の業績予想、見通し及び事業計画についての 

記載は、将来の事業環境・経済状況等に関する現時点での 

仮定・推測に基づいています。実際の業績は、これと異なる 

結果となる可能性があることをご承知おき下さい。 

金額表示は億円未満四捨五入にしております。 
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